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腸球菌は人や動物の腸管内に常在するグラム陽性球菌であり典型的な日和見感染を起こす

細菌である。腸球菌は一部の抗生物質に対し自然耐性を示すと同時に、伝達性プラスミド

やトランスポゾンなどにより各種の抗菌物質に対する耐性を獲得することが知られている。

今回、臨床検体と食肉検体から分離したリネゾリドに対して低度の感受性を示す腸球菌に

ついて報告する。 

【材料・方法】2014 年の臨床検体 1 検体（76 歳男性胆汁）と 2016 年 2 月から 4 月までに

収集した食肉検体（鶏肉）226 検体（国内 150 検体と外国産 76 検体）を用いた。リネゾリ

ド低度感受性株の検出、PCR による各種リネゾリド耐性関連遺伝子 cfr、optrA、fexA、fexB

の検出、PFGE、MLST、MIC の測定、耐性遺伝子の伝達実験は既報に従った。 

【結果】リネゾリド低度感受性腸球菌( MIC: ≧ 2mg / L )として臨床検体（76 歳男性胆

汁）から 1 株、食肉検体から 20 株（国内 5 検体から 10 株、国外 5 検体から 10 株）分離し

た。これらの株は E. faecalis 18 株、E. faecium 3 株であった。PFGE 解析では国内同一

地域産の鶏肉から分離した E. faecalis 株は類似の染色体型を示した。リネゾリド高度耐

性遺伝子 cfr は検出されなかったが、臨床分離 1 株、国内産鶏肉 8 株、国外産鶏肉 2 株か

ら optrA と fexA 遺伝子を共に検出した。そのうち 6 株で optrA と fexA 遺伝子の同時伝達

性を認めた。 

【考察】臨床株と食肉由来株には cfr 遺伝子は存在しなかったが、optrA、fexA 遺伝子保

有株が既に存在していた。これらの遺伝子はプラスミド性の cfr 遺伝子としばしば隣接し、

関連することが示されている。このことから、今後も臨床由来腸球菌及び食肉由来腸球菌

のリネゾリド耐性の動向に注意する必要がある。 

 


